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神奈川公立新制度を考察する！
第一回

　

神
奈
川
県
公
立
高
校
入
試
に
お
い
て

は
、
平
成
25
年
度
か
ら
選
抜
の
機
会
が

１
回
に
な
り
、
全
員
に
学
力
検
査
と
面

接
が
課
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
学

力
低
下
を
背
景
に
「
受
験
者
全
員
に
学

力
検
査
」
を
実
施
す
る
動
き
は
全
国
的

に
も
広
が
っ
て
お
り
、
ま
た
、
中
学
校

の
授
業
時
間
充
実
な
ど
の
理
由
に
よ
り

い
く
つ
か
の
県
で
は
「
１
回
型
入
試
」

へ
の
移
行
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

う
い
っ
た
動
き
の
一
つ
と
し
て
、
今
回

は
神
奈
川
県
公
立
高
校
の
新
し
い
入
学

者
選
抜
制
度
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き

ま
す
。

　

さ
て
、
共
通
選
抜
に
お
け
る
第
１
次

選
考
（
募
集
人
員
の
90
％
ま
で
）
で
は
、

【
資
料
1
】
の
よ
う
に
「
数
値
S
」
に
よ

る
選
考
が
行
わ
れ
ま
す
。「
数
値
S
」
と

は
、「
調
査
書
の
評
定
」「
学
力
検
査
の

得
点
」「
面
接
の
結
果
」「（
必
要
に
応
じ

て
実
施
さ
れ
る
）
特
色
検
査
の
結
果
」

を
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
点
満
点
に
換
算
し

た
も
の
に
、
そ
れ
ぞ
れ
f
・
g
・
h
・

i
と
い
っ
た
係
数
（
高
校
に
よ
っ
て
異

な
る
。
7
月
に
公
表
予
定
。）
を
か
け
た

数
値
の
和
、
で
す
。
こ
の
係
数
の
こ
と

も
含
め
て
、     

新
制
度
の
し
く
み
に
つ
い
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数
値
Ｓ

＝

面接の結果

a× f b× g c× h d× i+ ++

100点満点に
換算

学力検査の得点
（500点満点）

調査書の評定
（135点満点）

特色検査の結果

100点満点
に換算

100点満点に
換算

100点満点に
換算

※f・g・h は2以上の整数で合計10
※iは5以下の整数

※実施した場合

数
値
Ｓ

＝

面接の結果

a× f b× g c× h d× i+ ++

100点満点に
換算

学力検査の得点
（500点満点）

調査書の評定
（135点満点）

特色検査の結果

100点満点
に換算

100点満点に
換算

100点満点に
換算

※f・g・h は2以上の整数で合計10
※iは5以下の整数

※実施した場合

数
値
Ｓ

＝

面接の結果

a× fa× f b× gb× g c× hc× h d× id× i+ ++

100点満点に
換算

学力検査の得点
（500点満点）

調査書の評定
（135点満点）

特色検査の結果

100点満点
に換算

100点満点に
換算

100点満点に
換算

※f・g・h は2以上の整数で合計10
※iは5以下の整数

※実施した場合
※全日制普通科の場合
を示したものです。（ク
リエイティブスクール
を除く）
※特色検査を実施する
場合には、学力検査の
教科を 3 教科まで減じ
る場合があります。
※調査書の評定は、3 教
科の範囲内で、2 倍まで
特定の教科を重点化す
る学校があります。
※学力検査の得点は、2
教科の範囲内で、2 倍ま
で特定の教科を重点化
する学校があります。

考察1
パタ
ーン

調査
書

学力
検査

面接 調査書と面接
調査書と
学力検査

学力検査
÷調査書

A・B・Cの比率
との比較

1 2 ： 6 ： 2 同等 学力検査重視 3.00

2 3 ： 5 ： 2 調査書重視 学力検査重視 1.67 Aに近い

3 4 ： 4 ： 2 調査書重視 同等 1.00 Bに等しい

4 5 ： 3 ： 2 調査書重視 調査書重視 0.60 Cに近い

5 6 ： 2 ： 2 調査書重視 調査書重視 0.33

6 2 ： 5 ： 3 面接重視 学力検査重視 2.50

7 3 ： 4 ： 3 同等 学力検査重視 1.33 Aに近い

8 4 ： 3 ： 3 調査書重視 調査書重視 0.75 Cに近い

9 5 ： 2 ： 3 調査書重視 調査書重視 0.40

10 2 ： 4 ： 4 面接重視 学力検査重視 2.00 Aに近い

11 3 ： 3 ： 4 面接重視 同等 1.00 Bに等しい

12 4 ： 2 ： 4 同等 調査書重視 0.50 Cに近い

13 2 ： 3 ： 5 面接重視 学力検査重視 1.50 Aに等しい

14 3 ： 2 ： 5 面接重視 調査書重視 0.67 Cに等しい

15 2 ： 2 ： 6 面接重視 同等 1.00 Bに等しい

考察2

パタ
ーン

調査
書

学力
検査

調査書と
学力検査

学力検査
÷調査書

A 4 ： 6 学力検査重視 1.50

B 5 ： 5 同等 1.00

C 6 ： 4 調査書重視 0.67
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（
1
）
係
数
f
（
調
査
書
の
評
定
）・

g（
学
力
検
査
）・
h（
面
接
の
結
果
）

に
つ
い
て
の
考
察

　
【
資
料
1
】
で
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
は
、

係
数
f
・
g
・
h
は
2
以
上
の
整
数
で

合
計
が
10
に
な
る
こ
と
で
、
こ
の
ル
ー

ル
に
従
っ
て
考
え
ら
れ
る
比
率
は
、【
資

料
3
】
の
15
通
り
と
な
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
ま
ず
押
さ
え
て
お
き
た
い
の

は
、【
資
料
3
】
の
考
察
1
、
つ
ま
り
調

査
書
と
面
接
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
見
る

か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
中
学
校
に
お

け
る
学
習
活
動
の
成
果
で
あ
る
「
調
査

書
の
評
定
」
が
、
検
査
当
日
わ
ず
か
10

分
程
度
で
決
ま
る
「
面
接
の
結
果
」
よ

り
も
小
さ
く
て
良
い
の
か
、
と
い
う
問

題
が
あ
り
ま
す
。

　

面
接
に
つ
い
て
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
に
お
い
て
も
か
な
り
多
く
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
受
験
生
・
保

護
者
は
、「
面
接
の
結
果
」
に
大
き
な
係

数
を
か
け
る
こ
と
に
は
大
き
な
不
安
を

感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
中
学

校
の
先
生
方
に
し
て
み
れ
ば
、
調
査
書

軽
視
と
も
見
え
る
パ
タ
ー
ン
6
、
10
、

11
、
13
、
14
、
15
は
納
得
し
に
く
い
も

の
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
時
点
で
「
面

接
の
結
果
」
に
4
以
上
を
か
け
る
パ
タ
ー

ン
10
～
15
は
あ
ま
り
現
実
的
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
パ
タ
ー
ン

12
に
つ
い
て
は
、
面
接
で
生
活
態
度
な

ど
を
見
極
め
た
い
高
校
で
採
用
す
る
可

能
性
は
あ
り
ま
す
が
…
）

　

次
に
、
調
査
書
と
学
力
検
査
の
バ
ラ

ン
ス
に
つ
い
て
考
察
し
ま
す
。【
資
料

2
】
は
平
成
24
年
度
ま
で
の
後
期
選
抜

の
第
1
次
選
考
（
全
日
制
普
通
科
一
般

コ
ー
ス
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ク
ー
ル

を
除
く  
）
に
お
い
て
調
査
書
と
学
力
検

査
に
か
け
ら
れ
て
い
た
比
率
（
表
の
、

パ
タ
ー
ン
A
、
B
、
C
）
を
示
し
た
も

の
で
す
。
新
し
い
制
度
と
の
比
較
が
し

や
す
い
よ
う
に
、
学
力
検
査
÷
調
査
書

の
値
を
右
側
に
示
し
て
あ
り
ま
す
。
こ

れ
を
新
し
い
制
度
に
お
け
る
パ
タ
ー
ン

と
比
較
し
た
も
の
が
、【
資
料
3
】
の
考

察
2
で
す
。

て
は
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
今
回
は
以
下
の
2
つ
の
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
考
察
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

【資料 1】共通選抜（第一次選考）のしくみ

【資料 3】H25 からの共通選抜（第 1次選考）のしくみ

■調査書と学力検査の比率
全日制普通科一般コースの後期選抜：第 1
次選考　※クリエイティブスクールを除く

■各比率の採用学校数（割合）
全日制普通科一般コース 98 校

（クリエイティブスクールを除く）

【資料 2】H24 までの後期選抜・第 1次選考のしくみ



学校名 学科 ・ コース ・ 専攻 実技検査の概要

白山
普通科

与えられた題材をデッサン （素描） する。 （60 分）
美術コース

荏田

普通科 次の選択種目の中から 1 種目を選択し、 【選択種目】 と 【共通種目】 の実技検査を行う。 ☆学校独自の様式有 

体育コース

【選択種目】 男子 ・ ・ 陸上　ハンドボール　剣道　バスケットボール　器械運動　バレーボール 

　　　　　　　　女子 ・ ・ 陸上　ハンドボール　剣道　バスケットボール　機械運動　バレーボール　ソフトボール 

　　　　　　　　ただし陸上については 〔短距離走　中距離走　跳躍　ハードル走　投てき〕 より 1 種目を選択。  

【共通種目】 反復横跳び ・ 垂直跳び

上矢部 普通科 美術陶芸コース 与えられた題材を鉛筆でデッサン （素描） する。 （60） 分 ※後期も同様

山北

普通科 ○共通種目　反復横跳び （敏捷性テスト）、 反応時間測定テスト （反応時間測定）、 エアロバイク （最大無酸素パワーの測定） 

体育コース
○選択種目　以下の種目から 1 種類を選択し、 基本的技術の試技をおこなう。 雨天の場合は検査内容を変更することがある。  

・ バレーボール ・ バスケットボール ・ サッカー ・ ソフトボール ・ ソフトテニス ・ 陸上競技　※後期も同様　☆学校独自の様式有

川崎市立 

川崎総合科学

建設工学科
1. 立体ブロック 30 ～ 40 個 （白 ・ 青各 20 個） を使って、 自立する 「楽しい形」 を表現する。 （30 分） 

2. 上記 1 で作成した自分の作品を B4 ケント紙にスケッチする。 （60 分）

デザイン科 机上に置かれた物をデッサン （素描） する。 （90 分）

川崎市立橘 スポーツ科

共通種目 （1 種目） ： 反復横跳び 

選択種目 （6 種目の中から 1 種目を選ぶ） ： サッカー ・ バレーボール ・ バスケットボール ・ 陸上競技 （短距離走 ・ 長距離走 ・
跳躍 ・ 投てきから 1 つ選択） ・ 剣道 ・ ソフトテニス　※後期も同様　☆学校独自の様式有

横浜国際 国際情報科 イラストまたは写真を見て、 その内容や関連事項について口頭による英問英問を行う。

弥栄

芸術科 （音楽専攻） 任意のクラシック系の独唱または独奏曲を演奏 （2 分程度）　※後期も同様 （3 分程度）　☆学校独自の様式有

芸術科 （美術専攻） 与えられた題材を鉛筆デッサン （素描） する。 （60 分）　※後期も同様

スポーツ科学科
【選択種目】 バレーボール、 バスケットボール、 バドミントン、 サッカー、 陸上競技、 剣道、 基礎運動実技から 1 種目選択。 　
※後期も同様　☆学校独自の様式有
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（
2
）
特
色
検
査
に
つ
い
て
の
考
察

　

新
制
度
に
お
け
る
特
色
検
査
に
は
「
実

技
検
査
」
と
「
自
己
表
現
検
査
」
の
2

種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
特
色

検
査
に
つ
い
て
は
、
検
査
日
程
と
処
理

業
務
が
大
き
く
影
響
す
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
4
月
15
日
現
在
、
平
成
25
年
度

の
共
通
選
抜
の
検
査
日
程
は
ま
だ
公
表

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
た
と
え
ば
1
日

目
に
学
力
検
査
を
実
施
し
て
、
2
日
目

に
面
接
を
実
施
す
る
と
し
て
、
特
色
検

査
を
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
実
施
す
る
か

は
な
か
な
か
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
過

去
の
受
験
者
数
か
ら
1
回
型
入
試
に

な
っ
た
と
き
の
受
験
者
数
を
想
定
し
、

検
査
の
準
備
や
検
査
の
実
施
、
採
点
、

選
抜
に
か
か
る
業
務
量
を
勘
案
し
た
上

で
、
ど
こ
ま
で
高
校
の
特
色
を
打
ち
出

す
か
は
高
校
に
と
っ
て
も
頭
の
痛
い
こ

と
と
思
わ
れ
ま
す
。
全
体
と
し
て
は
、

初
年
度
の
実
施
に
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る

得
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　

さ
て
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
は
じ

め
に
「
実
技
検
査
」
で
す
が
、
教
育
委

員
会
は
内
容
例
と
し
て
以
下
を
示
し
て

い
ま
す
。

≪

実
技
検
査
の
内
容
例≫

○
美
術
関
連
の
学
科
（
コ
ー
ス
）
に
お

　

け
る
与
え
ら
れ
た
題
材
の
デ
ッ
サ
ン 

○
英
語
関
連
の
学
科
（
コ
ー
ス
）
に
お

　

け
る
与
え
ら
れ
た
課
題
に
対
す
る
口

　

頭
に
よ
る
英
問
英
答 

○
体
育
関
連
の
学
科
（
コ
ー
ス
）
に
お

　

け
る
選
択
し
た
ス
ポ
ー
ツ
種
目 

○
音
楽
関
連
の
学
科
（
専
攻
）
に
お
け

　

る
独
唱
や
演
奏　
　

な
ど

　
【
資
料
4
】
に
あ
る
通
り
、「
実
技
検
査
」

は
い
く
つ
か
の
専
門
学
科
や
専
門
コ
ー

ス
で
は
こ
れ
ま
で
も
実
施
さ
れ
て
き
た

検
査
で
あ
り
、
内
容
例
も
そ
れ
ら
の
事

例
を
想
定
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
特
色
検
査
を

実
施
す
る
場
合
に
は
、
学
力
検
査
の
教

科
を
3
教
科
ま
で
減
じ
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
1
日
目
の
学
力
検
査
の
終
了

後
に
「
実
技
検
査
」
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
実
技
検
査
」
は
内
容
の
性
質

上
、
こ
れ
に
代
わ
る
他
の
検
査
は
考
え

に
く
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
過
去
に

「
実
技
検
査
」
を
実
施
し
て
き
た
高
校
・

学
科
・
コ
ー
ス
は
、
新
制
度
に
お
い
て

も
同
様
の
検
査
を
実
施
す
る
可
能
性
が

高
い
と
言
え
ま
す
。

■
パ
タ
ー
ン
A
の
比
率
（
学
力
検
査
重

視
）
に
近
い
の
は
、
新
制
度
の
パ
タ
ー

ン
2
ま
た
は
7
。

■
パ
タ
ー
ン
B
の
比
率
（
調
査
書
と
学

力
検
査
が
同
等
）
に
等
し
い
の
は
、
新

制
度
の
パ
タ
ー
ン
3
。

■
パ
タ
ー
ン
C
の
比
率
（
調
査
書
重
視
）

に
近
い
の
は
、
新
制
度
の
パ
タ
ー
ン
4

ま
た
は
8
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
、
新
制
度
に
お
け

る
比
率
は
パ
タ
ー
ン
2
、
3
、
4
、
7
、

8
を
中
心
に
採
用
さ
れ
る
可
能
性
が
高

い
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、
上
記
以
外
の
パ
タ
ー
ン
に
つ

い
て
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
独
自
入
試
問

題
（
新
制
度
で
は
廃
止
）
を
採
用
し
て

い
た
高
校
を
中
心
に
、
さ
ら
に
学
力
検

査
を
重
視
す
る
パ
タ
ー
ン
1
・
6
が
採

用
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
値
が
か
な
り
極
端
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

新
制
度
の
初
年
度
で
あ
る
平
成
25
年
度

に
お
い
て
は
、
上
位
の
進
学
校
以
外
で

は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
と
推
測
し
ま
す
。

反
対
に
、
さ
ら
に
調
査
書
を
重
視
す
る

パ
タ
ー
ン
5
、
9
も
同
様
で
、
初
年
度

に
お
い
て
は
少
数
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【資料 4】H24 に「実技検査」を実施した高校と内容
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→
福
祉
に
関
す
る
与
え
ら
れ
た
課
題

　

に
つ
い
て
、
5
人
程
度
の
集
団
討
論

　

を
行
う
。
討
論
終
了
後
、
討
論
に
基

　

づ
い
た
質
問
に
答
え
る
。 

○
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
基
づ
く
作
文 

　

→
テ
ー
マ
「
あ
な
た
が
人
と
コ
ミ
ュ

　

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
時
に
、
大
切

　

に
し
て
い
る
こ
と
は
何
か
」
に
対
し
、

　

自
分
の
考
え
を
自
分
の
体
験
や
具
体

　

例
を
踏
ま
え
て
、
50
分
で
６
０
０
字

　

以
上
８
０
０
字
以
内
で
記
述
す
る
。 

○
与
え
ら
れ
た
課
題
に
対
し
て
、
提
示

　

さ
れ
た
資
料
を
活
用
し
た
記
述　
　

　

な
ど 

　

→
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
「
自
然

　

環
境
と
人
間
の
か
か
わ
り
」
に
つ
い

　

て
調
べ
、
発
表
す
る
と
い
う
想
定
で
、

　

提
示
さ
れ
た
複
数
の
資
料
（
説
明
文
、

　

デ
ー
タ
等
）
を
す
べ
て
活
用
し
、
発

　

表
者
の
立
場
に
な
っ
て
、
自
分
の
考

　

え
を
50
分
で
８
０
０
字
程
度
で
記
述

　

す
る
。

　

さ
て
、【
資
料
5
】
で
、
平
成
24
年

度
は
前
期
選
抜
で
7
校
（
全
日
制
）
が

作
文
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
上
位
の

進
学
校
に
つ
い
て
は
新
制
度
に
お
い
て

も
実
施
の
可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、
調

査
書
の
評
定
だ
け
で
は
差
が
つ
き
に
く

か
っ
た
前
期
選
抜
な
ら
で
は
の
検
査
と

も
言
え
ま
す
の
で
、
全
員
が
学
力
検
査

と
面
接
を
受
け
る
新
制
度
に
お
い
て
は
、

共
通
の
検
査
で
十
分
に
意
欲
や
表
現
力

を
測
れ
る
と
い
う
判
断
も
あ
り
、
実
施

し
な
い
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、【
資
料
6
】
で
は
、
平
成
24
年

度
の
前
期
選
抜
で
実
施
さ
れ
た
「
自
己

表
現
活
動
」
を
大
き
く
4
つ
に
分
類
し

て
み
ま
し
た
が
、中
で
も
「
ス
ピ
ー
チ
型
」

の
自
己
表
現
に
つ
い
て
は
、
新
制
度
の

中
で
は
全
員
が
受
け
る
面
接
に
包
含
す

る
こ
と
も
可
能
と
見
ら
れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
前
述
の
検
査
日

程
を
考
慮
し
た
と
き
に
、
全
員
一
斉
に

検
査
が
実
施
で
き
る
の
が
「
小
論
文
型
」

で
す
。
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
の
一
種
で
す

か
ら
1
日
目
の
学
力
検
査
の
後
、
6
時

限
目
と
し
て
一
斉
実
施
す
る
こ
と
が
で

　

次
に
も
う
一
つ
の
検
査
で
あ
る
「
自

己
表
現
検
査
」
に
つ
い
て
で
す
が
、
教

育
委
員
会
は
内
容
例
と
し
て
以
下
を

示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
評
価
の
観
点

例
と
し
て
は
、
表
現
力
（
自
己
の
特

性
、
優
れ
た
面
が
理
解
さ
れ
る
よ
う
な

表
現
）、
創
造
性
（
独
創
性
、
着
眼
点
）、

理
解
度
（
課
題
や
特
色
内
容
に
関
す
る

理
解
） 

、
他
者
と
の
か
か
わ
り
（
意
見
の

主
張
・
尊
重
・
調
整
）、情
報
活
用
能
力
（
資

料
の
理
解
度
、
活
用
度
）、
論
理
的
思
考

力
（
論
理
的
構
成
、
知
識
・
技
術
の
活

用
力
）
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
ら
は
他
の
検
査
に
お
い
て
も
測
定
が

不
可
能
と
は
言
い
切
れ
な
い
と
い
う
こ

と
が
、
前
述
の
「
実
技
検
査
」
と
の
違

い
で
す
。

≪

自
己
表
現
検
査
の
内
容
例≫

○
面
接
を
実
施
す
る
前
（
後
）
に
行
う
、

　

与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
基
づ
く
ス

　

ピ
ー
チ 

　

→
面
接
の
前
に
、「
将
来
の
自
分
と
高

　

校
生
活
」
を
テ
ー
マ
に
3
分
程
度
の

　

ス
ピ
ー
チ
を
行
う
。 

○
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
基
づ
く
グ　

　

ル
ー
プ
討
論 

【資料 5】H24 に「作文」を実施した高校

・横浜国際

・柏陽

・光陵

・金井

・氷取沢

・津久井（社会福祉）

・川崎総合科学（科学）

※自己表現活動と選択

■分類のポイント
提 示 さ れ た テ ー マ に つ い
て、資料などを活用し、自
分の考えなどを記述するタ
イプを、ここでは「小論文
型」と分類。高校・学科に
よって 30 ～ 65 分、400 ～
600 字程度。
■実施校
横浜翠嵐、多摩、鎌倉、七
里ガ浜、県立川崎、横浜サ
イエンスフロンティア（理
数）

■分類のポイント
指定されたテーマについて
集団で討議を行い、その後
1 人ずつ意見発表を行うタ
イプを、ここでは「グルー
プ討議型」と分類。
■実施校
神奈川総合（個性化・国際
文化）

■分類のポイント
模造紙や画用紙などに書い
た 資 料 を 使 用 し、 自 己 PR
や与えられたテーマについ
て発表を行うタイプを、こ
こでは「プレゼンテーショ
ン型」と分類。
■実施校
川崎総合科学（科学）、相
模原青陵、麻生総合、相模
原総合、横須賀明光（福祉・
国際）、神奈川総合産業（総
合産業）

■分類のポイント
面接前後に 1 ～ 5 分程度でスピーチ
を行うタイプを「スピーチ型」と分
類。「プレゼンテーション型」と異な
り、基本的に資料は使用しない。
■実施校
横浜平沼、磯子（一般・国際ビジネス）、
菅、深沢、湘南台、鶴嶺、寒川、大磯、
二宮、西湘（一般・理数）、大井、大
和西、上溝、相模田名、城山、二俣
川看護福祉（看護・福祉）、横浜桜陽、
横浜栄、藤沢清流、小田原、横浜緑
園総合、藤沢総合、弥栄（理数・国際）

【資料 6】H24 に「自己表現活動」を実施した高校と内容

※資料 6 の分類については，独自の分析によるものです
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だ
ま
だ
様
々
な
角
度
か
ら
の
分
析
や
考

察
が
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
本
誌
に

お
き
ま
し
て
は
、
県
教
育
委
員
会
に
よ

る
平
成
25
年
度
の
選
考
基
準
発
表
後
に
、

2
回
目
の
特
集
掲
載
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
引
き
続
き
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

き
ま
す
。
特
に
平
成
24
年
度
の
実
施
校

の
う
ち
4
校
は
こ
れ
ま
で
独
自
入
試
問

題
を
実
施
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
新
制

度
に
お
い
て
「
小
論
文
型
」
を
継
続
し

て
実
施
さ
れ
る
可
能
性
は
意
外
に
高
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
グ
ル
ー
プ
討
議
型
」
と
「
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
型
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
実
施
校
も
限
ら
れ
て
お
り
、
高

校
と
し
て
の
こ
だ
わ
り
と
物
理
的
・
時

間
的
な
も
の
を
天
秤
に
か
け
な
が
ら
、

実
施
が
判
断
さ
れ
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
特
色
検
査
に
か
け

る
比
率
i
（
5
以
下
の
整
数
）
で
す
が
、

前
述
の
通
り
「
実
技
検
査
」
や
「
作
文
・

小
論
文
型
の
自
己
表
現
検
査
」
が
中
心

に
実
施
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の

検
査
は
受
験
生
の
能
力
に
よ
っ
て
十
分

に
得
点
差
が
つ
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
さ
ほ
ど
大
き
な
比
率
は
か
け
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
、
入
学
者
選
抜
（
選
抜
資
料

の
比
率
や
検
査
）
を
中
心
に
考
察
し
て

き
ま
し
た
が
、
調
査
書
の
変
化
や
入
試

問
題
の
変
化
、
1
回
型
入
試
の
予
測
な

ど
、
神
奈
川
の
新
制
度
に
つ
い
て
は
ま


